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序

金沢大学考古学研究会は､1969年に結成以来早くも12年目の活動を迎えた。この間、日頃の学

習会を基にした遺跡分布調査を中心とし、発掘調査を含めた野外活動をおこなってきた。特に能

美地域を対象とした野外調査は、当研究会が発足以来今日まで一貫しておこなってきたものであ

り、我々の活動における大きな柱となっている｡この調査は単なる遺跡分布調査にとどまるもので

はなく、現実問題として地域の中での遺跡の置かれた状況を認識し、さらに、その成果を地域に

還元することにより文化財保護をめざすものである。このような観点に基づき、74．75年に｢活

動報告第1号」「同第2号』を刊行した。さらに本書は、研究会結成10年を機にこれまでの活

動をふり返り、今後の当研究会活動のあり方を求めるべく企画されたものである。従って、いわ

ゆる「調査報告書」とは性格を異にする。

本書は上述したような意図に基づき三章から構成されている。第1章は、10年間の活動の総括

および今後の当研究会の方向を示したものである。第2章は、能美地域での分布調査結果、特に

｢第2号』発行以後の調査結果である(一部78年3月発行の｢湯屋古窯・和田山下遺跡調査略報」

と内容が重複する)。第3章は､これまでの分布調査結果をもとに､その実態が不明瞭であった｢能

美古窯跡群」に関して整理・検討を試みたものである。

我々は、本書が地域の埋蔵文化財保護の一助として、また研究資料として活用されることを願

うものである。



例 言

1．本書は1979年度までの活動の一応の成果をまとめた自主活動報告書である。

2．本書の執筆・編集はすべて79．80年度の会員があたった。

3．資料整理は全員がおこない、本文作成は原案を分担執筆したのち全員の協議により推敲を重

ね編集した。
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